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新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

や
病
気
や
け
が
な
ど
、
い
ざ
と
い
う

と
き
の
生
活
を
現
役
世
代
み
ん
な
で

支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
つ
く
ら
れ

た
仕
組
み
で
す
。

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
日
本
国
内

に
住
ん
で
い
る
人
は
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
未
来
へ
と
進
む

皆
さ
ん
に
、
生
涯
寄
り
添
う
年
金
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
国
民

年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

制
度
で
す
。
国
が
責
任
を
持
っ
て

運
営
す
る
た
め
安
定
し
て
い
ま
す
し
、

年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保

障
さ
れ
ま
す
。

老
後
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と

き
の
「
老
齢
年
金
」
の
ほ
か
「
障
害

年
金
」
や
「
遺
族
年
金
」
も
あ
り
ま
す
。

●
国
民
年
金
付
加
年
金
制
度

付
加
年
金
を
ご
存
知
で
す
か　

　

国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
（
月
額

１
万
６
４
９
０
円
）
に
加
え
て
付
加

保
険
料
（
４
０
０
円
）
を
納
め
る
と
、

老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

　

付
加
年
金
は
申
し
込
み
を
し
た
月

か
ら
加
入
で
き
ま
す
。

付
加
年
金
の
年
金
額　

　
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

付
加
保
険
料
を
納
付
で
き
る
人
は

　

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
降
の

任
意
加
入
被
保
険
者
を
除
く
）
だ
け

が
加
入
し
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

付
加
保
険
料
も
国
民
年
金
保
険
料
と

同
様
に
納
期
限
（
翌
月
末
）
か
ら
２

年
間
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
る
人

や
国
民
年
金
基
金
の
加
入
者
は
、

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※�

農
業
者
年
金
加
入
者
は
、
必
ず
納

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
障
害
年
金
」
は
、
病
気
や
事
故
で

障
が
い
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ

ま
す
。「
遺
族
年
金
」
は
、
加
入
者

が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に

よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族

（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」
や
「
子
」）
が

受
け
取
れ
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
に
は

　
年
金
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
国

民
年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
誕
生
日
の

前
日
か
ら
14
日
以
内
に
郵
送
ま
た
は

健
康
推
進
課
か
各
支
所
市
民
生
活
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

20
歳
に
な
っ
た
時
点
で
次
の
❶
❷

に
該
当
す
る
人
は
提
出
不
要
で
す
。

❶�

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
❷�

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
る

配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
（
国

民
年
金
の
加
入
の
手
続
き
は
、
配

偶
者
の
勤
務
先
を
経
由
し
て
行
い

ま
す
の
で
、
配
偶
者
の
勤
務
先
に

必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
）

●
国
民
年
金
加
入
後
の
流
れ

年
金
手
帳
が
届
き
ま
す

　

年
金
手
帳
は
、
年
金
の
加
入
制
度

が
変
わ
っ
た
と
き
や
年
金
の
請
求
手

続
き
な
ど
、
一
生
涯
使
用
し
ま
す
の

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
た

人
、
障
害
・
遺
族
年
金
を
受
け
取
っ

て
い
る
人
、
あ
る
い
は
受
け
取
っ
て

い
た
人
は
、
す
で
に
基
礎
年
金
番
号

を
お
持
ち
で
す
の
で
、
年
金
手
帳
は

届
き
ま
せ
ん
。

年
金
保
険
料
納
付
書
が
届
き
ま
す

　

金
融
機
関
の
窓
口
の
ほ
か
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
保
険
料
を
納

め
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
は
口
座
振

替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
、
電
子
納
付

も
で
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
１
カ
月
当
た
り
の

保
険
料
は
１
万
６
４
９
０
円
で
す
。

誕
生
日
の
前
日
が
含
ま
れ
る
月
分
か

ら
納
め
ま
す
。

（
例
）
４
月
１
日
生
ま
れ
→
３
月
31
日

か
ら
加
入
→
３
月
分
か
ら
納
付

●「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と

　
「
納
付
猶
予
制
度
」

学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
で
本
人
の
所
得
が
基
準
以
下

ま
た
は
失
業
な
ど
の
理
由
が
あ
る
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
申
請
に
は
学

生
証
か
在
学
証
明
書
が
必
要
で
す
。

納
付
猶
予
制
度

　

50
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
や
配
偶

者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
。

申
請
は
お
早
め
に

　

学
生
納
付
特
例
制
度
、
納
付
猶
予

制
度
は
、
申
請
期
間
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
申
請
が
遅
く
な
る
と
、
申

請
日
前
に
生
じ
た
不
慮
の
事
故
や
病

気
に
よ
る
障
が
い
に
つ
い
て
、
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

追
納
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

　

納
付
猶
予
な
ど
の
承
認
を
受
け
た

期
間
が
あ
る
と
、
保
険
料
を
全
額
納

付
し
た
と
き
に
比
べ
、
将
来
受
け
取

る
老
齢
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
期
間
分
の
保
険
料
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
申
し
出
に
よ

り
後
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
経
過
期
間
に
応
じ
て
加
算

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

肥沃な土壌をつくってきた菊池川

「天然クーラー」と称される 滝の形もさまざま 秋の菊池渓谷
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❺

菊
池
川
と
菊
池
渓
谷

菊池川 日本遺産 検索

て
き
ま
し
た
。

菊
池
渓
谷

　
菊
池
渓
谷
は
、
菊
池
川
の
源
流
の

一
部
で
菊
池
市
街
地
か
ら
東
へ
約
17

㌔
、
阿
蘇
外
輪
山
の
北
西
部
の
標
高

５
０
０
㍍
～
８
０
０
㍍
の
間
に
位
置

し
、
約
１
１
９
３
㌶
の
広
大
な
面
積

を
誇
り
ま
す
。

　
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
の
一
角

を
な
し
、
う
っ
そ
う
と
し
た
天
然
生

広
葉
樹
で
覆
わ
れ
、
大
小
さ
ま
ざ
ま

な
瀬
と
渕
と
滝
が
あ
り
ま
す
。
変
化

に
富
む
渓
流
と
美
し
い
森
林
が
お
り

な
す
景
色
は
ま
さ
に
絶
景
。
日
本
森

林
浴
の
森
百
選
・
日
本
名
水
百
選
・

日
本
の
滝
百
選
な
ど
に
選
ば
れ
、
西

日
本
有
数
の
景
勝
地
と
し
て
全
国
の

写
真
家
に
人
気
の
高
い
場
所
で
す
。

　

夏
で
も
平
均
水
温
は
13
度
と
低

く
、
避
暑
地
と
し
て
最
適
で
、
毎
年

多
く
の
観
光
客
や
地
元
の
人
た
ち
が

訪
れ
ま
す
。
夏
だ
け
で
は
な
く
、
春

は
新
緑
、
秋
に
は
紅
葉
、
冬
は
全
山

に
霧
氷
の
花
が
咲
く
な
ど
、
四
季
を

通
じ
て
訪
れ
る
人
々
の
心
を
な
ご
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

　
菊
池
川
流
域
の
人
々
は
、
菊
池
川

を
活
用
し
な
が
ら
も
、
自
然
と
景
観

を
守
り
つ
つ
、
菊
池
川
に
寄
り
添
っ

て
生
き
て
き
ま
し
た
。
二
千
年
の
米

作
り
の
歴
史
は
、
菊
池
川
と
と
も
に

生
き
て
き
た
人
々
の
歴
史
そ
の
も
の

で
す
。

　
（
担
当
：
菊
池
市
生
涯
学
習
課
）

菊
池
川

　
阿
蘇
北
外
輪
山
か
ら
有
明
海
へ
と

西
流
す
る
菊
池
川
は
、総
延
長
71
㌔
、

流
域
面
積
９
９
６
平
方
㌔
㍍
の
一
級

河
川
で
す
。
高
低
差
が
少
な
く
、
特

に
山
間
部
か
ら
菊
池
市
隈わ

い

府ふ

市
街
地

に
至
る
ま
で
に
高
低
差
の
大
部
分
が

消
化
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
隈
府
市

街
地
か
ら
玉
名
市
の
河
口
ま
で
の
流

れ
が
、
非
常
に
緩
や
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
菊
池
川
は
、
豊
か
で
清
ら
か
な
水

と
肥
沃
な
土
壌
を
も
た
ら
し
、
特
に

中
流
域
の
菊
池
か
ら
山
鹿
に
か
け
て

広
が
る
「
菊き

く

鹿ろ
く

盆
地
」や
下
流
域
の

「
玉
名
平
野
」は
、
古
代
か
ら
米
の

一
大
生
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
物
流
の
大
動
脈
と
し
て
も
県
北
地

域
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
水

運
を
利
用
し
て
中
央
や
海
外
と
米
や

物
産
の
取
り
引
き
が
盛
ん
に
行
わ
れ

菊池市

菊池渓谷
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